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子どもの発見者

園長 伊藤美代子

さて、先月はコロナの猛威が祖師谷保育園を襲い、１週間の休園という事態になってし
まいました。突然の休園にもかかわらずご協力を頂きありがとうございました。先日の保
育課からの通知ではレベル１になるとのことでしたが、社会的に見ても、世田谷の保育園
間の話でも、レベル１には遠いという印象です。祖師谷としましても、今後もしっかりと気を
引き締めて、保育にあたりたいと思っています。

昨年枝を落とし、大部すっきりした梅の木ですが、今年もきれいに咲いてくれました。
冷たい空気や風の日もありますが、日差しの柔らかさに何となくの春を感じる3月です。

あと1ヶ月で卒園するゆき組さんと一緒に、わたくし伊藤も定年という卒業？を迎えます。
23人の子どもたちには未来に飛び立つ希望があります。神様にそして周りの多くの人に

愛されて育ってきた子どもたちです。これからの長い人生を、楽しく丁寧に過ごしていって
欲しいと願っています。私もこれからの時間でできることを見つけながら、今までよりは少
しでもゆとりを持って生きたいと、そしてどこかで子どもたちに会いたいと願っています。

子どもの発見者と言われるルソーをご存知でしょうか。教育学・幼児教育を学んだ人であ
れば、だれでも知っている有名な人ですが、「子どもを小さな大人」としてみる社会通念を
否定し、「子どもは小さな大人ではない。子どもは子どもである」と提唱したと言われていま
す。ルソーの時代は、子どもは一人の確立した人格とは認められていなかった時代でした。
しかし、ルソーからさかのぼること1700年前に子どもを発見した人物がいるとキリスト教保
育誌にありました。1700年前？いったいいつの時代？と読みながら思いましたが、すぐに

あっ！聖書の時代だと思い当たりました。イエス・キリストは、聖書の中で「子どもたちを私
の所に来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのような者たちのものである。」とおっ
しゃっています。創設者の賀川豊彦も額の言葉に引用したりしています。子どもたちは大
人の付属物ではなく、大切な一人の人格であり、子どもが子どもであるままに、一人の人
格として愛され、関わられたのはイエス様だったのです。

雲柱社の研修の中ではこんな話もありました。理事長が人格と人権の違いが分かります
か？と問われ、「人格は（神から）生まれながらに一人一人に与えられているもの」「人権
は連帯の中で勝ちとっていくもの」だと。子どもたちに与えられている人格を尊重し、保育
を進めることは法人の理念の中核をなす一つです。私たちは絶えずこのことを覚えていた
いと思います。

3月の聖句
「主こそわたしの力、わたしの歌、わたしの救いとなってくださった。」

イザヤ書12章2節

神さまが私たちを愛していてくださっていること、イエス様の十字架の死と復活によって私たちを
神さまの子どもにしてくださったことを信じる時、私たちの心は不思議に平安が与えられ、自然にイ
エス様をほめたたえる讃美が口から出て来ることでしょう。そしてイエス様こそがわたしの力の源で
あることを知るのです。だからどんなに悲しいこと、どんなに辛いことがあって、イエス様が共にいて、
それに耐える力を与えてくださり、そこから救い出してくださると信じています。

祖師谷教会牧師 小河由美子



子どもたちと園庭に出ると暖かい日射を感じてワクワクする、春はすぐそこですね😊
強い感染力のオミクロン株の影響で２月後半は残念ながら休園となってしまいましたが、再び聞けた楽し
そうなこど達の賑やかな声と、園庭に咲いた満開の紅白の梅の花に職員一同元気づけられています。
来月に新しい年度を迎える子ども達は進級・卒園に向けほこらしげな表情を見せてくれます。 ですが一
方では気持ちが不安定にもなりやすい季節です。忙しい時期ではありますが、心も体も成長するためには
休憩も必要です。そしてまだまだ三寒四温で気温の差に身体がついていけず体調を崩しやすいので注意
しましょう。



食事だより 

                                        社会福祉法人雲柱社 祖師谷保育園 調理室 3月号 

寒さも少しずつ和らぎ春を感じる日が多くなってきましたね。この一年で子ども達も大きく成長しました。心や体、お箸やスプ

ーンを上手に使えるようになり、食事の量も多くなってきました。3 月は卒園、年度末の区切りの月です。体調には十分気をつ

けて過ごしていきましょう。 

✿2月に行ったクッキング✿ 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆき組さん、後一か月で卒園ですね。3 月はゆき組の好きな給食を全部！！組み込みました。やはり、ダントツ人気№1 はカ

レーです！！！ルーを一から作って、りんごやセロリ、にんにくや生姜、沢山の野菜を使ってルーを作っているので、美味しいは

ずですよ！保育園の給食を美味しい！！と言ってモリモリ食べてくれて「食」に対して、大きな興味を抱いてくれたおかげで、

毎月献立を立てるのが楽しみでした。そんなふうに思わせてくれたゆき組さんには感謝しています。 

人気№1のカレーのレシピを載せておきます。 

【材料 5人分】 

★にんにく・・1ｇ ★生姜・・1.5ｇ★セロリ・・15ｇ ★りんご・・25ｇ ●ガラ缶・・48ｇ ●はちみつ・・2.5ｇ ●カレー粉・・2ｇ 

●ソース、ケチャップ・・7.5ｇ●しょうゆ・・4ｇ☆なたね油・・5ｇ ☆バター・・10ｇ☆小麦粉・・35ｇ ●牛乳・・50ｇ●塩・・4ｇ ・ 

【作り方】 

① ★マークをミキサーにかけて細かくする。  

② ☆マークを鍋にいれ、中火で茶色になるまで手を止めずかき混ぜる。最後にカレー粉を入れる。ルーの完成！！ 

③ 好きな野菜を入れ、しんなりするまで炒める。その中に●を入れ、煮込む。 

④ 完成したルーと混ぜて煮込んでいく。  

⑤ とろみがついたら完成です。  これで保育園のカレーは完成です。子どもと一緒に作ってみて下さいね！！！！ 

つき組は、初めての「バナナ」洗いをしました。優しく洗わないとバナナが痛んでしまうのでソッと優しく洗っていました。マナーのお

話しもしました。給食が出来上がるまでには、『農家の人がいて、運んでくれる人がいて、作ってくれる人がいる』。沢山の橋を渡っ

て、美味しい給食が食べられるんだよと、食を大事にしてほしいという思いを子ども達に伝えました。そんな話をしてから、何か感

じ取ってくれたようで、給食を残さず食べるようになったつき組さん。まっすぐな目で真剣に聞いてくれて、うれしかったです。 

。 

 
ほし組は、ホットプレートを使ってナポリタンを作りました。焼いている音、炒めている時の香り、お野菜がしんなりしていく様子を目

で見て、五感を存分に使っていました。目の前で変化していく様子を楽しんでいました。後、お箸検定を行いました。年末から、お

箸の持ち方についてのプリントを渡し、みんなお家で沢山練習してきてくれました。ステップ 1・2・3 と段階を踏んでクリアできた

ら、最後は卒業証をもらえます。お箸検定卒業証をもらうために、給食の時間になるとドキドキして、一生懸命お箸で食べていま

す。上手にお箸が持てるようになってきいるお友達もいて、みんなで刺激し合っています！お箸検定卒業証をもらうために一生懸

命練習するので楽しみに待っていて下さいね！ 

       

 

ゆき組は、おやつのじゃがいもチーズもちを自分達でコネコネして作りました。雪だるまやうさぎや恐竜等の形を作っていまし

た。楽しかったよ！揚げたて美味しい！とお口一に杯頬張っていました。月末にはクッキーを作ります。15 種類の動物のクッキ

ー型を用意して一緒に作る予定です。 



 

 

 

 

 

園庭の梅も満開となり、春はもうすぐそこまで来ていることを実感します。進級、入学、入園や復職 

など、新しい生活に向けて少しばかりのドキドキと湧き上がるワクワクに揺れる時期ではないでしょうか。

私たちも、大きく成長した子どもたちの様子を見ながら、来年度を想像してワクワクしています。 

おひさまひろばは保育園の一室にあることから、園児がひろばの赤ちゃんを気に掛けてくれる場面が

たくさんあります。一時預かりの子のお世話をしてくれたＡちゃん、ひろばの赤ちゃんに手作りおもちゃ

をプレゼントしてくれたＨちゃんとＭちゃん、「赤ちゃんかわいい♡」「お名前は何ですか？」とひろばか

ら帰るママたちを囲んでおしゃべりするゆきぐみの女の子たち。泣いている赤ちゃんにいないいないばあ

をしてくれたＡくんＴくん。ひろばの工作用にたくさんのどんぐりを拾ってきてくれたり、「今日は赤ち

ゃん来てる？」など声をかけてくれた祖師谷保育園の素敵な子どもたち。 

子育て支援の担い手だけでなく、ここに暮らす皆が子育て家庭を支えていかれるような地域づくりを

したいと考える私たちにとって、自然とこのような声掛けをする園児たちの振る舞いはお手本であり、 

この地域の明るい未来に繋がっていると感じました。 

 

2021年度は、たくさんの方々からおひさまひろばの運営にご協力をいただきました。ありがとうござ

いました。皆様ひとりひとりの輝く新生活を応援しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

だより 

園児からの 
プレゼント 

利用者さん
からの 
プレゼント 

利用者さんが 
紙粘土ケーキを 
プレゼントしてくれ 
ました。 

早速お誕生会に･･･ 


